
革新的ロボット技術(HAL)による機能再生 
Regenerative function using innovative robot technology 

-Hybrid assistive limb (HAL®)- 
 

超高齢化社会を迎えた日本は要介護者の増加が社会問題となって

います。脳卒中は片麻痺などの後遺症による要介護や寝たきりの原

因の第一位です。脳卒中患者さんの後遺症を軽減して自立度を高め，

早期に家庭、社会へ復帰するための新たな治療が求められています。 

本研究では、筑波大学システム情報系、サイバニクス研究センタ

ーの山海嘉之教授、鈴木健嗣教授らとの共同研究により、革新的ロ

ボット技術であるロボットスーツ HAL を用いて、脳・脊髄・神経筋

疾患による運動機能障害に対する新たな機能再生治療法の開発を行

っています。脳－脊髄－神経・筋－HAL の間の双方向性の運動感覚

刺激により、HAL が脳脊髄に与える影響を評価することで HA の治

療効果の解明を行っています。また、動物モデルを用いて好運動環

境が、脳梗塞後の運動障害に与える影響や、幹細胞移植後の神経ネ

ットワークの再構築に与える影響を評価し、HAL による運動学習と

脳脊髄へ刺激が機能再生に与える効果を検証しています。 
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